
聖
Ｈ
（
木
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
／
会
員
・
二
六
○

○
門

★
渡
辺
真
知
子

究
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
三
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
七
○
○
円

★
朱
里
エ
イ
コ
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

零
日
（
金
）
①
４
時
②
８
時
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
一
六
○
○
○
円

★
岩
本
敏
子
、
山
村
弘
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ

イ
タ
ル

鑑
日
（
金
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
二
○
○
円

☆
関
購
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
隆
」
招

待
致
し
ま
す
。
各
ｍ
名
様
。

☆
柳
ジ
ョ
ー
ジ
と
レ
イ
ニ
ー
ウ
ッ
ド

５
月
ｍ
日
（
土
）
２
時
半
姫
路
市
民

会
館５月

加
日
（
日
）
２
時
神
戸
国
際
会

館☆
森
田
公
一
と
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
ン

５
月
瓢
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化

巾
ホ
ー
ル

★
布
施
明

６
月
５
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
国
際
会
館

★
八
神
純
子

６
月
晦
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

編
集
室
「
柳
ジ
ョ
ー
ジ
・
姫
路
」
「
柳

ジ
ョ
ー
ジ
・
神
一
ど
「
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ

ン
」
「
布
施
明
・
２
時
」
「
班
明
．

６
時
」
「
八
神
純
子
」
の
係
ま
で
。

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
Ｉ
ジ
を

制
引
優
待
致
し
ま
す
。

★
オ
ペ
ラ
小
劇
場
こ
ん
に
ゃ
く
座

「
白
墨
の
輪
」

５
月
四
日
（
土
）
６
時
尼
崎
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー
二
八
○
○
円
を
一
割
引

★
井
上
和
世
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
独
唱
会

５
月
麺
日
（
火
）
７
時
大
阪
長
｛
年

金
会
館
中
ホ
ー
ル
一
五
○
○
円
を
一

割
引

☆
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ン
ツ

ピ
ア
ノ
演
奏
会

６
月
６
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
井
上
直
幸
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

７
月
４
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

Ｃ
・
一
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

八
音
楽
Ｖ

汁
町
田
義
人

２
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
七
○

○
円

★
南
こ
う
せ
つ

５
日
（
祝
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
八
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

☆
第
あ
回
神
戸
市
吹
奏
楽
祭

５
日
（
祝
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
無
料

☆
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト

近
藤
日
佐
子
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル

５
日
（
祝
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

☆
親
和
女
子
大
学
事
曲
部
定
期
演
奏
会

８
日
（
火
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
円

★
関
西
学
生
吹
奏
楽
連
盟
合
同
演
奏
会

哩
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

☆
神
戸
女
子
薬
科
大
学
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
定
期
演
奏
会

蜘
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
五
○
○
円

☆
サ
ザ
ン
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

叫
日
（
月
）
６
時
半
姫
路
市
民
会
館

Ａ
・
二
○
●
○
○
円
Ｂ
・
一
七
○
○
円

☆
土
畷
コ
ン
サ
ー
ト
／
松
下
博
江
、
服
部

典
枝
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
月
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

☆
朝
比
奈
隆
指
揮

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

”
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
一
階
席
・
三
○
○
○
円
二
階

席
・
二
五
○
○
円

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
パ
ー
ッ
ラ
フ
・
フ
デ

チ
ェ
ッ
ク

★
五
木
ひ
ろ
し

喝
日
（
金
）
①
３
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
五
○
○
○
円

§

神
戸

ﾔ

の
朝比奈隆

－
ル
Ｓ
・
三
○
○
雲
○
円
Ａ
・
二
五

○
○
円

☆
布
施
明

６
月
５
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
国
際
会
鮪
Ｓ
・
三
九
○
○
円

Ａ
・
三
○
○
○
円

★
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ン
ッ

６
月
６
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二

五
○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
劇
団
四
季
「
青
い
鳥
」

７
日
（
月
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

一
○
○
○
円
（
当
日
・
一
二
○
○
円
）

出
演
／
福
井
園
子
、
大
畑
ゆ
か
り
、
中

町
由
子
／
形
万
里
江
、
飯
野
お
さ
み
他

☆
青
年
座
「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」

鵡
日
（
水
）
ｌ
埠
日
（
金
）
６
時
巧
分

哩
側
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
晦
分

即
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
九
○
○
門

出
波
／
西
田
敏
行
、
東
恵
美
子
、
今
井

和
子
ほ
か

☆
オ
ペ
ラ
小
劇
場
こ
ん
に
ゃ
く
座

「
白
墨
の
輪
」

鱒
日
（
土
）
６
時
尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
二
八
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

★
市
民
映
画
劇
場
「
炎
の
マ
リ
ア
」

力
日
（
木
）
唱
日
（
金
）
６
時
半

四
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
五
月
大
歌
舞
伎

★
柳
ジ
ョ
ー
ジ
＆
レ
イ
ニ
ー
・
ウ
ッ
ド

廻
門
（
土
）
２
時
半
姫
路
市
民
会
館

即
日
（
日
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
芦
屋
交
響
楽
団
第
旧
回
定
期
演
奏
会

廻
側
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
八
○
○
円

★
森
進
一

鋸
、
（
金
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
／
一
三
○
○
円
高
校
生
以

下
・
一
○
○
○
円

☆
神
戸
女
声
合
唱
団
加
周
年
リ
サ
イ
タ
ル

配
臼
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
六
○
○
門

☆
館
ひ
ろ
し

電
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
二
○
○
円
Ｂ
・
一
九

○
○
円

☆
森
田
公
一
と
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
ン

ｍ
Ｈ
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

トップギャラン

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
〕森進関晴子

中村勘三郎

113

５
月

配
日
（
月
）
酌
日
（
火
）
①
１
時
②

６
時
Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
二
三

○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円
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れ
は
決
し
て
言
い
訳
け
で
は
な
い
の
で
す
。

う
ん
や
」

積
み
こ
ま
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
か
け
寄
っ

つ
い
先
日
、
ま
た
二
頭
の
コ
リ
ン
が
、
狭
い
濫
に
押
し
込
ま

れ
、
動
物
園
を
旅
立
っ
て
行
っ
た
。

オ
ス
長
男
と
メ
ス
み
ね
子
。
き
り
子
。
高
子
。
こ
づ
え
。
と
の

間
に
毎
年
２
１
３
頭
の
子
供
キ
リ
ン
が
誕
生
し
て
い
る
の
で
、
２

年
も
す
る
と
す
ぐ
加
頭
以
上
の
家
族
に
な
っ
て
し
ま
い
、
３
室
の

寝
部
屋
で
は
肢
の
踏
み
場
も
な
い
位
に
狭
く
身
体
を
寄
せ
あ
っ
て

寝
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。

へ
え
／
・
キ
リ
ン
が
寝
こ
ろ
が
り
ま
す
か
／
，

、
、
、
、
、
、
、

〃
馬
は
立
っ
て
眠
る
〃
と
い
う
い
い
伝
え
を
知
識
に
し
て
い
た
私

自
身
も
そ
う
信
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
”
年
前
初
め
て
キ
リ
ン
を
迎

え
た
そ
の
深
夜
『
え
ら
い
こ
と
や
、
キ
リ
ン
が
座
っ
て
し
ま
っ

た
。
な
ん
と
か
手
当
を
し
て
や
ら
な
く
て
は
』
と
、
園
長
宅
に
ま

で
電
話
連
絡
、
す
ぐ
キ
リ
ン
舎
へ
駈
け
戻
っ
て
、
さ
ら
に
び
つ
く

1５ ル
で
死
亡
す
る
と人

鍵 ゆ

ち
の
声
が
耳
に
さ
さ
っ
て
き
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、
ど
の
子
も

区
別
な
く
、
ず
っ
と
置
い
て
や
り
た
い
と
、
ど
れ
ほ
ど
努
力
し
た

コリンという名のキリンではなく、コリンとは
小さな子供のキリンのことです。ウソみたいな
ホントの話。

殖
さ
せ
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
役
立
つ
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
家
族
か
ら
離
さ
れ
た
彼
等
の
寂
し
さ
は
、

間
で
あ
る
我
々
の
知
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

が
争
っ
た
り
と
い
う
、
思
い
が
け
な
い
ト
ラ
ブ

数
よ
り
増
え
る
と
親
に
踏
ま
れ
た
り
、
仲
間
ど
う
し
は
て
は
親
子

て
き
た
多
く
の
学
童
た

く
胸
か
ら
背
を
踏
み
つ
け
ら
れ
た
仔
が
、
圧
死
す
る
と
い
う
、
悲

し
い
事
件
が
か
っ
て
と
う
と
う
現
実
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

【
コ
リ
ン
旅
立
ち
の
手
紙
か
ら
】

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
オ
リ
の
中
で
は
、
あ
る

１
か
わ
い
そ
う
や
な
あ
ノ
．
な
ん
で
よ
そ
に
連
れ
て
い
っ
て
し
ま

１
ト
ン
近
く
の
成
獣
に
運
悪

り
、
さ
っ
き
ま
で
病
気
の
は
ず
だ
っ
た
キ
リ
ン
が
立
ち
あ
が
っ
て

餌
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
し
も
た
／
真
夜
中

に
心
配
顔
の
園
長
が
す
っ
と
ん
で
く
る
と
い
う
の
に
。

「
オ
イ
亀
井
君
、
し
っ
か
り
見
る
よ
／
、
」
と
叱
り
飛
ば
さ
れ
る

と
思
う
一
方
、
な
る
ほ
ど
、
落
着
い
て
考
え
る
と
キ
リ
ン
も
、
シ

マ
ウ
マ
も
サ
イ
も
あ
あ
や
っ
て
眠
る
ん
や
、
や
っ
ぱ
り
座
っ
た
方

が
、
休
ま
る
ん
や
。
つ
い
で
の
こ
と
と
、
し
の
び
足
で
園
内
を
一

巡
し
た
園
長
「
え
え
と
こ
見
せ
て
貰
っ
た
な
あ
ノ
．
」
お
尻
の
こ
そ

ば
く
な
っ
た
思
い
出
で
あ
る
。

そ
ん
な
足
長
の
キ
リ
ン
が
狭
い
部
屋
で
身
体
を
寄
せ
あ
い
、
座

り
こ
ん
で
い
る
さ
な
か
、
突
然
カ
ミ
ナ
リ
や
爆
発
音
が
し
た
ら
、

お
と
な

ど
う
な
る
か
。
趣
菅
戒
心
の
強
い
成
獣
た
ち
は
反
射
的
に
跳
ね
上

り
、
走
り
出
し
、
幾
度
か
小
さ
な
子
供
キ
リ
ン
は
踏
ん
づ
け
ら
れ

か
ら
も
、
他
の
動
物
園
に
送
り
出
す
こ
と
は
近
親
交
配
を
さ
け
薬

そ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

い
う
、
不
思
議
な
〃
自
然
淘
汰
″
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ

神
戸
と
中
国
の
天
津
は
姉
妹
都
市
。
天
津
の
動
物
園
に
第
一
便

さ
ら
に
野
生
動
物
の
保
護
育
成
と
い
う
、
動
物
園
の
も
つ
使
命
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と
し
て
オ
ス
の
子
供
キ
リ
ン
を
親
善
使
節
と
し
て
園
長
と
私
の
二

人
が
つ
き
そ
い
、
神
戸
港
を
昭
和
印
年
７
月
遁
日
出
発
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
神
戸
港
を
出
て
ま
も
な
く
、
不
運
に
も
台
風
に
出

会
い
、
３
日
間
で
着
く
予
定
が
８
日
間
も
か
か
り
、
用
意
し
た
エ

サ
が
、
足
り
な
く
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

真
暗
や
み
の
デ
ッ
キ
で
独
り
ぽ
っ
ち
、
ひ
た
す
ら
人
間
の
私
た

ち
に
首
を
す
り
寄
せ
て
き
た
こ
と
。

木
の
葉
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
小
枝
を
海
上
に
捨
て
な
い
で
船
倉

に
片
づ
け
て
い
た
の
が
幸
い
で
し
た
。
枯
れ
か
か
っ
た
そ
の
枝
を

水
に
つ
け
、
皮
を
む
い
て
食
べ
さ
せ
、
元
気
を
と
り
戻
さ
せ
た
こ

と
。や

っ
と
の
こ
と
見
知
ら
ぬ
中
国
の
地
、
天
津
水
上
動
物
園
に
到

着
、
い
よ
い
よ
キ
リ
ン
舎
に
放
そ
う
と
し
た
と
き
、
私
た
ち
は
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
天
井
に
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
が
輝
き
電
動
扉
（
当
時

日
本
で
キ
リ
ン
舎
の
電
動
扉
は
な
か
っ
た
）
と
い
う
ま
る
で
御
殿

の
よ
う
な
飼
育
舎
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
初
め
て
見
る
人
達
や
キ
リ
ン
舎
に
落
着
け
な
い

こ
の
キ
リ
ン
の
た
め
に
、
ど
う
か
私
の
に
お
い
の
残
っ
て
い
る
、

さ
ら
に
ま
た
、
初
め
て
見
る
人
達
や

こ
の
キ
リ
ン
の
た
め
に
、
ど
う
か
私
の

こ
の
作
業
服
を
着
て
頂
け
な
い
も
の
か

と
、
作
業
服
や
長
靴
を
さ
し
だ
せ
ば
、
ほ

ん
と
に
心
よ
く
着
て
下
さ
っ
た
こ
と
。

た
と
え
中
国
語
は
話
せ
な
く
と
も
、
不

安
げ
な
キ
リ
ン
へ
の
思
い
や
り
が
同
じ

だ
っ
た
こ
と
。
胸
が
ジ
ー
ン
と
熱
く
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
国
各
地
の
動
物
園
視
察

の
た
め
、
い
よ
い
よ
、
キ
リ
ン
を
残
し
、

天
津
市
を
去
る
最
後
の
日
、
や
っ
ぱ
り

最
後
の
面
会
に
い
っ
て
や
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
私
は
せ
い
い
っ
ぱ
い
コ

リ
ン
、
コ
リ
ン
さ
よ
う
な
ら
、
さ
よ
う

な
ら
、
コ
リ
ン
頑
張
る
ん
や
／
と
大
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

【
コ
リ
ン
と
い
う
名
の
キ
リ
ン
】

Ｐ

１
１
１
１

コ
リ
ン
、
誰
が
名
づ
け
た
の
だ
ろ
う
／
、
そ
れ
は
動
物
園
で
は
最

も
大
切
な
〃
お
客
さ
ま
〃
学
童
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
っ
、
ま

た
赤
ん
坊
キ
リ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
。
毎
日
の
よ
う
に
来
て
下
さ

っ
て
い
る
動
物
園
周
辺
の
学
童
た
ち
。
誰
い
う
こ
と
な
く
、
可
愛

い
い
な
あ
、
小
さ
い
な
あ
、
そ
う
や
、
小
さ
い
キ
リ
ン
だ
か
ら

〃
コ
リ
ン
や
／
″
そ
の
名
づ
け
親
で
あ
る
学
童
も
い
ま
は
も
う
中

学
生
に
進
学
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
コ
リ
ン
、
私
と
の
最
後
を
さ
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
生
懸

命
、
金
網
に
身
体
を
す
り
寄
せ
、
さ
か
ん
に
せ
り
あ
が
ろ
う
と
首

を
伸
ば
し
て
き
た
こ
と
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

コ
リ
ン
だ
け
た
っ
た
独
り
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ご
安
心
下
さ
い
。
そ
の
翌
年
、
同
じ
く
メ
ス
の
コ
リ
ン
が
第
二
便

と
し
て
旅
立
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
第
一
便
の
コ
リ
ン
以
来
三

年
の
歳
月
が
流
れ
生
後
４
才
を
迎
え
て
い
る
は
ず
。
満
４
才
で
性

成
熟
に
達
す
る
キ
リ
ン
は
、
も
は
や
コ
リ
ン
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。
い
や
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
「
小
さ
な
、
か

わ
い
い
キ
リ
ン
の
子
が
誕
生
し
ま
し
た
／
」
と
い
う
ピ
ッ
グ
ニ
ュ

ー
ス
が
、
と
び
こ
ん
で
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

中
国
へ
行
っ
て
か
ら
名
づ
け
て
頂
こ

う
と
、
名
前
な
し
の
子
供
キ
リ
ン
に
、

寄
り
集
ま
っ
た
学
童
の
ひ
と
り
が
、

「
小
さ
い
か
ら
コ
リ
ン
や
／
，
」
と
大
声

で
呼
ん
で
下
さ
っ
た
。
そ
の
コ
リ
ン
が

中
国
で
成
獣
に
な
っ
て
、
コ
リ
ン
を
産

む
／
，
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
る

』
フ
。

コ
リ
ン
と
コ
リ
ン
が
お
と
な
の
キ
リ

ン
に
な
っ
て
コ
リ
ン
を
産
む
。
そ
の
コ

リ
ン
が
ま
た
お
と
な
キ
リ
ン
に
な
っ
て

コ
リ
ン
を
産
む
ん
や
／
い
や
、
旅
立
っ

た
ど
の
コ
リ
ン
も
コ
リ
ン
を
産
む
ん

や
／

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ
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明 Ｈの地球社会のために
知的創造性を発揮する

企業人を育成

郡攻, 『
英会話科、旅行花任科
貿易実務科

特別講恥
各種経営セミナー、貿易実務セミナー
ファッションビジネスセミナー
国際コミュニケーションセミナー

悪
KO灰I m E R n R T I o n R l B u ﾉ l n E〃Ｒ〔R ､〔、ｖ

神戸国際ビフテネス学院
神戸市葺合区琴緒町５丁目７番地
グリーンシャポービル７Ｆ

ＴＥＬＯ７８２４２－７２６７

貸会議室、賃教室の設備も利用できます。
お問い合せは公（0 7 8 ）２１２－５１７８

北欧の銘栗

ユーノＬイム. コンフェクト
画窓髄･工堤･ 熊内店神戸市葺合区熊内町１－８( 甫蛮英術館東鱗) ＴＥＬ2 2 1 - ｡ . ６４
四三富ごンター店･さんちか店･大丸･そごう・阪急･三越･神戸デパート･元印店
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地
下
鉄
名
谷
駅
除
に
太
山
寺
ｌ
仏
谷
洞
く
つ
ｌ
木
見
ｌ
神
鉄
木
幡

山
を
撮
胴
リ
つ
づ
け
て
半
世
紀

私
は
、
野
の
草
と
か
花
と
か
を
写
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ

ん
と
山
に
魅
せ
ら
れ
て
、
写
真
を
撮
る
た
め
に
山
へ
入
っ
た
。
そ

れ
で
、
も
う
、
五
十
年
に
な
る
わ
け
で
す
。

当
時
は
望
遠
レ
ン
ズ
が
な
か
っ
た
。
グ
ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
と
い
う

大
き
な
箱
型
の
イ
ー
ス
ト
マ
ン
コ
ダ
ッ
ク
が
割
と
よ
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
腰
を
掛
け
ら
れ
る
ほ
ど

も
大
き
か
っ
た
。
普
通
は
九
○
ミ
リ
が
つ
い
て
い
る
が
、
三
○
○

ミ
リ
の
交
換
レ
ン
ズ
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
の
望
遠
レ
ン
ズ
じ
ゃ

な
く
て
、
長
焦
点
の
レ
ン
ズ
だ
か
ら
あ
ま
り
引
っ
張
れ
な
い
。
で

す
か
ら
、
山
を
写
す
た
め
に
ど
ん
ど
ん
と
山
へ
入
り
、
冬
、
入
ろ

う
と
す
る
と
ス
キ
ー
も
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

学
生
時
代
で
も
暗
箱
を
か
つ
い
で
山
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

神
鍋
あ
た
り
に
行
く
と
冬
の
景
色
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
す
が
、
暗

箱
だ
と
キ
ャ
ビ
ネ
判
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
ガ
チ
ッ
と
映
せ
る
し
、

あ
お
り
が
利
く
。
普
通
に
崖
を
下
か
ら
映
す
と
這
っ
て
い
る
感
じ

だ
が
、
あ
お
り
が
利
く
と
立
体
感
が
出
ま
す
。

全
国
の
山
は
殆
ん
ど
歩
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
立
山
あ
た
り
が

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。
上
高
地
か
ら
唐
沢
あ
た
り
、
穂
高
、

剣
へ
も
よ
く
行
き
ま
し
た
。

私
は
〃
天
気
男
″
な
ん
で
す
。
私
が
山
へ
行
っ
た
ら
絶
対
に
天

気
な
ん
で
す
。
雨
に
降
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
写
真

に
は
快
晴
よ
り
も
曇
っ
た
方
が
面
白
い
と
き
が
あ
る
。
晴
よ
り
も

曇
り
が
あ
り
、
雨
が
あ
っ
た
方
が
い
い
。

六
甲
山
は
ち
ょ
っ
と
写
真
に
な
り
に
く
い
。
女
性
的
で
起
伏
が

な
く
、
や
わ
ら
か
い
感
じ
で
、
し
か
も
、
広
い
の
で
、
何
か
近
景

を
グ
ッ
と
入
れ
て
ま
と
め
る
と
写
真
に
な
る
が
、
ど
う
し
て
も
、

の
ん
び
り
と
し
て
し
ま
う
。
夕
景
、
そ
れ
も
明
石
海
峡
に
落
ち
る

夕
陽
が
見
え
る
と
こ
ろ
で
写
し
た
ら
素
晴
し
い
も
の
が
出
来
る
。

昔
、
六
甲
に
登
っ
て
い
た
頃
は
、
冬
は
ど
こ
の
池
で
も
ス
ケ
ー

ト
が
出
来
た
し
、
ス
キ
ー
も
年
に
十
回
ぐ
ら
い
は
や
れ
た
。
阪
急

六
甲
ま
で
滑
っ
て
下
り
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

六
甲
山
は
霧
を
う
ま
く
利
用
し
た
ら
面
白
い
写
真
が
撮
れ
る
と

思
い
ま
す
ね
・
霧
の
走
っ
て
い
る
と
き
に
、
晴
れ
間
を
見
て
撮
る
。

霧
が
フ
ィ
ル
タ
ー
に
な
っ
て
、
遠
い
も
の
で
も
グ
ッ
と
近
く
に
来

た
り
ね
、
そ
う
見
え
る
と
き
が
あ
る
。
霧
の
晴
れ
間
を
利
用
し
て

写
す
と
素
晴
し
い
も
の
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
よ
。

今
日
の
コ
ー
ス
は
、
四
年
ぐ
ら
い
前
に
神
戸
市
の
グ
リ
ー
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
で
一
年
間
、
月
に
一
回
以
上
歩
い
て
い
た
ん
で
す
。
そ

の
と
き
は
茨
や
雑
草
を
刈
っ
た
り
、
ゴ
ミ
の
後
片
づ
け
を
や
っ
た
。

八
そ
の
岨
Ｖ

仏谷洞くつへの道にて

藤
田
重
夫
八
写
真
家
Ｖ

’
1１８
１
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1１９

と
い
い
で
す
ね
。
絵
ハ
ガ
キ
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
が
。

そ
れ
と
仏
谷
洞
く
つ
・
太
陽
が
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
と
き
は
、
背

の
高
い
杉
木
立
か
ら
光
線
が
斜
め
に
な
っ
て
差
し
て
来
る
。
時
に

よ
れ
ば
年
寄
り
の
人
が
来
て
、
そ
こ
ら
を
掃
除
し
て
ゴ
ミ
を
燃
や

し
て
い
る
と
き
が
あ
る
。
そ
の
煙
が
立
ち
込
め
る
と
非
常
に
深
い

感
じ
が
し
て
、
光
が
そ
っ
と
入
っ
て
来
て
、
と
て
も
キ
レ
イ
な
と

き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
写
真
に
な
る
と
思
い
ま
す

ね
。
仏
谷
池
の
あ
た
り
の
ク
ヌ
ギ
林
も
写
真
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

と
、
今
日
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
川
池
の
ほ
と
り
の
木
津

当
時
は
、
国
鉄
新
長
田
駅
か
ら
太
山
寺
ま
で
バ
ス
が
来
て
い
た
が

地
下
鉄
が
出
来
て
か
ら
頓
ハ
ス
は
名
谷
か
ら
出
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
で
写
真
に
な
る
の
は
、
ま
ず
太
山
寺
。
こ

の
あ
た
り
に
あ
る
石
仏
を
捜
し
て
歩
け
ば
面
白
い
。
磨
崖
仏
も
あ

る
し
、
古
い
石
仏
も
あ
る
し
、
光
線
さ
え
考
え
れ
ば
四
季
を
通
じ

て
面
白
い
写
真
が
撮
れ
ま
す
よ
。

全
体
を
撮
る
と
な
る
と
、
遠
く
か
ら
離
れ
て
、
山
を
バ
ッ
ク
に

入
れ
て
撮
る
。
転
法
輪
寺
（
太
山
寺
の
南
で
「
太
陽
と
緑
の
道
」

沿
い
に
あ
る
）
へ
行
く
途
中
か
ら
田
圃
を
隔
て
て
見
た
感
じ
が
割

磨
崖
仏
も
写
真
の
素
材
の
一
つ
で
す
ね
。

（
仏
谷
洞
く
つ
は
、
間
口
一
一
十
五
米
、
奥
行
十
五
米
、
高
さ
三

米
の
岩
（
牒
岩
）
の
ヒ
サ
シ
で
、
木
が
繁
り
一
年
中
直
射
日
光
が

差
し
こ
ま
な
い
。
洞
く
つ
の
前
の
石
像
や
石
仏
は
神
道
系
の
サ
イ

の
神
や
仏
教
系
の
も
の
で
、
平
安
時
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
山
岳
信

教
が
こ
こ
に
残
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
）

太
山
寺
を
起
点
に
尾
根
道
を
歩
い
た
の
で
す
が
、
尾
根
は
あ
ま

り
見
晴
し
が
き
か
な
い
し
、
写
真
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ

こ
ら
に
は
、
コ
メ
ッ
ッ
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
小
さ
な
白
い
花

の
咲
く
ツ
ッ
ジ
や
モ
チ
ッ
ッ
ジ
と
い
う
大
き
な
花
の
咲
く
ツ
ッ
ジ

が
あ
り
ま
す
。
ツ
ッ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
や
落
葉
の
季
節
に
は
光
線
の

具
合
い
で
面
白
い
写
真
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
新
緑
の
と
き
に
は
新
芽
を
通
し
た
太
陽
の
光

が
非
常
に
清
々
し
い
し
、
緑
が
空
の
青
に
冴
え
て
美
し
い
。
ま
た

秋
に
は
落
葉
樹
の
葉
が
散
り
敷
い
て
、
歩
い
て
い
て
も
カ
サ
カ
サ

と
い
っ
た
感
じ
が
と
て
も
楽
し
い
、
い
い
コ
ー
ス
で
す
。
（
談
）

蟻

申郵的な仏谷洞くつ内から外をのぞむ
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う
ら
ら
か
な
陽
差
し
を
浴
び
て
椿
の
花
は
真
紅
に
咲
き
乱
れ
、

折
り
重
な
る
落
葉
の
下
陰
に
、
か
わ
い
い
山
す
み
れ
の
花
が
薄
紫

色
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
静
寂
の
中
に
う
ぐ
い
す
の
声
も
心
地
よ
く

耳
に
届
い
て
〃
元
摩
耶
道
″
は
今
、
春
の
息
吹
き
に
満
ち
添
れ
て

い
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
山
歩
き
の
お
誘
い
に
一
度
は
ご
辞
退
申
し
あ
げ
た
私

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
出
か
け
た
そ
の
わ
ず
か
な
時
間
が
、
こ
ん

な
に
も
私
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
な
ど
：
：
：
。
自
然
を
思
う

気
持
は
人
一
倍
強
い
く
せ
に
、
生
来
の
出
不
精
癖
や
現
在
の
生
活

環
境
な
ど
に
ま
ぎ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
山
と
は
凡
そ
縁
遠
か
つ
た
私

で
す
が
、
再
度
の
お
誘
い
を
受
け
、
つ
い
に
は
そ
の
気
に
さ
せ
ら

れ
て
、
桜
前
線
い
ま
少
し
の
頃
、
お
休
み
を
利
用
し
て
出
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
く
の
な
ら
子
供
の
頃
か
ら
多
少
と
も
馴

染
み
の
あ
る
青
谷
道
を
、
そ
れ
も
下
り
の
コ
ー
ス
を
、
と
お
願
い

し
て
お
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
当
日
。
雨
で
も
降
れ
ば
こ
の
話
も
永
久
に
お
流
れ
に

な
る
の
で
は
と
い
う
秘
か
な
願
い
を
裏
切
っ
て
、
何
と
本
日
快
晴
。

「
今
日
は
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
す
」
と
編
集
子
。
僧
つ
く

き
か
ナ
？

と
も
か
く
予
定
通
り
に
高
尾
駅
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
を
使
っ
て
奥
摩
耶
山
上
へ
直
行
。
余
程
ラ
ク
な
コ
ー
ス
と
見
え

て
ゆ
っ
た
り
ム
ー
ド
の
編
集
子
。
隣
で
私
は
こ
の
先
何
が
起
こ
る

こ
と
か
と
い
さ
さ
か
緊
張
の
面
持
ち
、
普
段
は
ど
う
や
ら
ベ
テ
ラ

ン
登
山
家
の
後
に
つ
い
て
歩
い
て
い
る
は
ず
の
彼
、
こ
の
日
ば
か

り
は
地
図
を
片
手
に
案
内
役
と
は
お
気
の
毒
に
。
さ
て
、
先
ず
は

山
上
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
る
天
上
寺
へ
。
三
年
前
に
焼
失
以
来
、

未
だ
復
興
な
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
伯
ぴ
し
い
気
の
す
る
境
内
を
抜
け

て
石
段
を
降
り
る
と
、
山
門
だ
け
は
昔
の
ま
ま
に
立
派
な
構
え
を

残
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
大
杉
を
右
に
見
て
更
に
下
り
、
何
処

か
ら
と
も
な
く
流
れ
始
め
た
川
を
渡
る
頃
、
元
気
な
子
供
た
ち
が

妙
な
二
人
連
れ
を
チ
ロ
ッ
と
横
目
に
見
て
賑
や
か
に
通
り
過
ぎ
て

行
き
ま
し
た
。
そ
の
供
笑
が
遠
の
く
と
、
後
に
は
再
び
せ
せ
ら
ぎ

の
音
。
そ
の
音
を
伝
っ
て
行
者
茶
屋
ま
で
下
り
て
行
く
と
青
谷
道

と
元
摩
耶
道
の
分
岐
点
で
す
。
こ
こ
ま
で
来
て
突
然
予
定
を
変
更
、

青
谷
道
か
ら
少
し
西
へ
逸
れ
て
〃
元
摩
耶
道
″
の
方
を
歩
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
道
は
青
谷
道
よ
り
道
幅
も
狭
く
、
ま

だ
冬
の
落
葉
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
お
り
、
平
坦
な
道
ば
か
り
が
ど

ん
ど
ん
続
き
ま
す
。
ど
う
か
す
る
と
登
る
こ
と
の
方
が
多
い
気
も

し
て
、
下
る
つ
も
り
の
私
は
し
ば
し
当
て
は
ず
れ
。
そ
れ
に
つ
け

て
も
こ
の
道
、
知
る
人
も
少
な
い
ら
し
く
、
日
曜
日
と
い
う
の
に

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
奥
摩
耶
山
上
駅
ｌ
元
摩
耶
道
ｌ
熊
内
八
幡

ビ
バ
、
ビ
バ
、
六
甲
／
，

上
月
倫
子
八
上
月
倫
子
バ
レ
エ
研
究
所
主
宰
Ｖ

東山にて筆者

’
12［
Ｉ
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こて

森
閑
と
し
て
人
っ
子
一
人
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
遠
く
に
そ
れ
ら
し

き
気
配
が
す
る
で
も
な
く
、
木
々
の
さ
ざ
め
き
が
聞
か
れ
る
で
も

な
く
、
空
気
が
呼
吸
を
忘
れ
た
よ
う
に
た
だ
じ
っ
と
し
て
、
手
を

打
て
ば
筋
が
幾
重
に
も
拡
が
っ
て
い
き
そ
う
な
。
折
り
し
も
術
が

ひ
と
声
〃
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
〃
あ
あ
春
／
，
立
ち
止
ま
っ
て
春
の
主
を

求
め
る
目
に
、
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
る
椿
の
花
。
枯
木
の
残
る
山

々
を
背
景
に
鮮
や
か
に
映
え
て
い
る
そ
の
姿
を
見
て
は
、
や
は
り

自
然
は
自
然
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
そ
の
も
の
本
来
の
美
し
さ
が
あ

り
、
最
も
光
彩
を
放
つ
の
が
道
理
に
思
え
、
自
然
礼
讃
ひ
と
し
き

り
。
こ
の
辺
り
、
道
が
な
だ
ら
か
な
割
に
は
四
方
を
す
っ
か
り
山

に
囲
ま
れ
て
、
ま
る
で
人
跡
未
踏
の
深
山
幽
谷
に
で
も
分
け
入
っ

た
気
分
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
所
に
こ
ん
な
所
が
、
と
そ
の

意
外
性
に
感
激
し
、
新
た
な
発
見
で
も
し
た
よ
う
な
思
い
で
こ
の

〃
秘
境
″
を
味
わ
い
な
が
ら
歩
き
続
け
ま
す
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
急
に
視
界
が
開
け
て
次
の
分
岐
点
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

の上流青 谷

眼
下
に
民
家
の
屋
根
が
見
え
、
少
し
遠
く
へ
目
を
や
る
と
、
ひ
ね

も
す
の
た
り
の
た
り
か
な
ｌ
三
宮
の
そ
の
ま
た
向
う
に
陽
光
に

き
ら
め
く
春
の
海
が
。
い
つ
の
間
に
か
随
分
下
っ
て
来
て
い
た
の

で
す
。
こ
こ
は
天
狗
道
へ
の
学
校
林
道
と
東
山
尾
根
を
経
て
中
尾

町
へ
下
る
道
。
そ
し
て
こ
の
元
摩
耶
道
と
の
分
か
れ
道
で
す
。
道
標

に
並
ん
で
証
拠
の
写
真
を
ま
た
一
枚
。
さ
て
と
再
び
出
発
。
と
こ

ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
、
こ
こ
か
ら
の
元
摩
耶
道
は
今
ま
で
の
平
和

な
道
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
大
変
な
急
勾
配
で
下
っ
て
行
く
の
で

す
。
ま
た
山
に
隠
れ
、
右
を
見
て
は
断
崖
絶
壁
、
懸
命
に
歩
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
に
な
っ
て
愚
か
な
る
私
、
山
道
は
登
り

よ
り
下
り
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
身
を
以
っ
て
示
め
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
緊
張
の
う
ち
に
黙
々
と
歩
く
こ
と
し
ぱ
し
。

や
っ
と
小
高
い
丘
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
分
岐
点

で
、
西
山
尾
根
と
中
尾
谷
へ
も
抜
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
息
つ
い
て

顔
を
上
げ
る
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
も
近
々
と
見
え
、
ホ
ッ
と
す

る
と
同
時
に
、
こ
こ
ま
で
来
る
間
に
い
つ
し
か
山
歩
き
の
醍
醐
味

に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
、
ど
っ
ぷ
り
と
浸
り
き
っ
て
い
た
私
は
、

再
び
あ
の
街
中
の
雑
踏
に
帰
っ
て
行
く
こ
と
に
嫌
悪
感
を
覚
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
夜
明
か
し
す
る
訳
に
も
い
か
ず
、
い

と
も
名
残
り
借
し
気
に
季
里
戸
寺
ま
で
下
り
、
そ
し
て
幼
き
日
々
の

想
い
出
多
い
熊
内
八
幡
に
至
っ
て
、
こ
の
不
案
内
な
私
の
山
歩
き

も
終
幕
と
な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
／
，

素
晴
ら
し
い
一
日
で
し
た
。

胆
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蝿蕊箪
炉

ス
ペ
イ
ン
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
地
方
の
中
心
で
あ
り
、
地
中
海
の

重
要
な
港
町
で
あ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
山
の
手
に
は
、
４
本
の
高
い

尖
塔
を
も
つ
教
会
が
聾
え
立
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
一
般
に
カ

ソ
リ
ッ
ク
の
信
仰
が
深
く
、
そ
の
こ
と
で
は
、
こ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
街
も
例
外
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
教
会
が
、
他
の
幾
多
の
教

会
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
特
異
な
形
体
に
お
い
て

神戸ガウディー展案内
会期５月1 7 日（木）～５月2 2 日（火）
会場さんちかダウン、さんちか広場
企画ガウディーオリジナル建築図

面、模型､ 家具､ 写真など約3 0 0 点
の展示
映画・講演またはシンポジウム

主催神戸ガウディー展委員会・ガウ
ディー展委員会・さんちかダウン

１
１２２

カーサ・カルベットの腰掛け

口
神
戸
ガ
ウ
デ
ィ
ー
展
に
よ
せ
て

別、謡
驚

ガウディーの主雲霞築物のひとつ、カーサ・ミラーは1 9 0 6 ～1 9 1 0 に建てられた個人住宅。
左頁のサグラーダ・ファミリア聖堂は1 8 8 3 年から今も建築中である。

で
あ
る
。
中
世
の
建
築
様
式
で
あ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
い
く
つ
か

の
形
体
的
な
特
徴
と
似
て
い
る
点
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ

れ
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
あ
る
人
は
こ
の
教
会
を
「
天

に
向
っ
て
落
下
し
て
い
る
」
と
評
し
た
が
、
尖
塔
群
は
、
ま
る
で

魔
法
の
磁
石
に
よ
っ
て
天
に
向
っ
て
垂
直
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い

る
か
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
威
圧
を
感
じ
さ
せ
る
と
い

う
よ
り
は
、
何
か
た
だ
な
ら
ぬ
力
が
そ
こ
を
支
配
し
て
い
る
こ
と

を
、
人
々
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
建
物
を
一
層
劇
的
に
し
て
い
る
の
は
そ
の
細
部
や
内
部
で

あ
る
。
尖
塔
の
上
部
を
は
じ
め
と
し
て
、
建
物
の
細
部
の
重
要
な

部
分
は
一
つ
一
つ
抽
象
的
な
彫
刻
造
形
と
し
て
と
り
出
し
て
も
、

十
分
に
意
味
を
も
つ
独
特
な
形
で
構
成
さ
れ
、
原
色
の
陶
片
モ
ザ

イ
ク
で
覆
わ
れ
て
光
を
帯
び
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
バ
ラ
バ
ラ
に
切

り
離
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
有
機
的
に
統
一
さ
れ

た
旋
律
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

建
物
の
内
部
は
、
こ
の
大
伽
藍
を
支
え
る
柱
が
ま
る
で
生
命
を

も
っ
た
樹
木
の
幹
の
よ
う
に
力
の
法
則
に
沿
っ
て
幾
本
も
の
枝
を

は
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
さ
し
こ
む
多
彩
の
透
過
光
線
が
あ

や
な
す
中
で
、
幻
想
の
森
の
よ
う
な
世
界
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
。こ

の
教
会
が
、
ア
ン
ト
ー
ー
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
ー
（
一
八
五
二
’
一

九
二
六
）
の
代
表
作
で
あ
る
サ
グ
ラ
ー
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
（
聖
家

族
）
教
会
で
あ
る
。
こ
の
建
築
の
構
成
は
も
ち
ろ
ん
ど
の
時
代
の

建
築
の
常
識
か
ら
み
て
も
、
き
わ
め
て
奔
放
で
独
特
な
も
の
で
あ

る
が
、
き
わ
め
て
合
理
的
で
現
代
的
な
側
面
を
も
っ
て
お
り
、
こ

現
代
の
手
仕
事
と
は

重
村
力

八
神
戸
大
学
工
学
部
環
境
計
画
学
科
講
師
・
神
戸
ガ
ウ
デ
ィ
‐
展
委
員
会
蕊
ｖ
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唖
沸
出
凹

i 感議灘灘騨鱗鱗

欝騒蕊謬

驚蝋

ｊ
ｊ
ｑ

祁
開
開
．
榊
率
癖
甥
蕪
拙

の
表
現
的
で
あ
り
な
が
ら
合
理
的
な
独
特
な
構
造
も
、
そ
の
一
つ

と
し
て
指
摘
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

グ
エ
ル
伯
爵
な
ど
の
、
有
力
な
理
解
者
を
得
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
近
郊
に
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
ガ
ウ
デ
ィ
ー
は
、
一
九
二
六

年
こ
の
サ
グ
ラ
ー
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
の
建
設
中
に
、
市
電
に

蝶
か
れ
て
不
運
な
死
を
と
げ
た
が
、
ガ
ウ
デ
ィ
ー
の
死
後
も
、
こ

の
教
会
は
営
々
と
建
設
が
続
け
ら
れ
、
今
日
も
な
お
そ
の
工
事
が

ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
の
、
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
に

お
い
て
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
が
ブ
ラ
ン
コ
側
に
つ
い
た
た
め

に
、
ス
ペ
イ
ン
の
教
会
は
、
い
く
つ
も
焼
打
ち
を
受
け
て
破
壊
さ

れ
た
時
、
こ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ガ
ウ
デ
ィ
ー
の
作
品
は
、
焼
打
ち

を
免
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
建
築
が
職
人
や
理
解
者

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て

い
る
、
そ
の
誠
実
で
真
華
な
仕
事
の
す
す
め
方
と
無
関
係
で
は
あ

る
ま
い
。

ガ
ウ
デ
ィ
ー
の
建
築
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
を
み
る
時
、
現
代
に
生

き
る
私
達
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
見
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
一
つ
に
は
、
現
代
の
工
学
技
術
と
、
職
人
的

な
手
仕
事
の
総
合
と
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
生
命
力
を

も
つ
自
然
へ
の
想
像
力
の
同
化
の
志
向
が
、
人
為
的
な
工
学
的
な

構
築
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
ガ
ウ
デ
ィ
ー
は
人
間

愛
の
哲
学
に
よ
っ
て
私
達
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う

し
た
創
造
が
、
地
域
の
多
く
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
、
長
い
時
間

と
労
力
と
を
費
や
し
て
受
け
継
が
れ
、
造
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
独
創
的
な
創
造
が
、
個
人
の
作
品
と
い
う
範
薦

を
超
え
て
、
地
域
そ
れ
自
体
の
一
部
と
し
て
、
血
肉
と
し
て
、
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の

神
戸
に
生
き
る
私
達
に
と
っ
て
、
地
域
文
化
の
創
造
の
た
め
の
重

要
な
契
機
を
す
る
ど
く
教
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
る

』
フ
。こ

の
度
の
神
一
戸
・
ガ
ウ
デ
ィ
ー
展
の
準
備
に
際
し
て
、
建
築
や

地
域
計
画
の
仕
事
に
携
わ
る
私
達
が
、
出
発
し
た
理
由
も
そ
の
点

に
こ
そ
あ
り
、
ガ
ウ
デ
ィ
ー
の
仕
事
は
、
私
達
と
神
戸
に
大
き
な

啓
示
を
残
す
こ
と
を
信
じ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。３

１
２
１

降曝蕊

義

繍灘
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話題のひろば

くＩ＞

１
２
‐
１

日
本
真
珠
振
興
会
に
広
報
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
、

３
月
蛸
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
赤
坂

の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
従
来
真
珠
業
界
の
養
殖
部

門
、
加
工
部
門
、
販
売
部
門
、
輸
出
部

門
な
ど
の
各
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
に
広
報

活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
統
合
一

本
化
し
た
も
の
で
、
広
報
活
動
の
強
化

対
策
で
あ
る
。
運
営
の
方
針
は
、
生
産

部
門
関
係
、
流
通
部
門
関
係
、
Ｐ
Ｒ
事

業
関
係
、
マ
ス
コ
ミ
対
策
、
そ
し
て
官

公
庁
、
金
融
機
関
と
の
対
応
作
業
な
ど

５
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
部
会
を
設
け
積

極
的
に
広
報
活
動
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
広
報
委
員
会
発
会
式
は
司
会
進

行
を
中
村
友
一
氏
（
御
影
貿
易
。
広
報

委
員
会
副
委
員
長
）
が
行
な
い
、
ま
ず
、

挨
拶
を
日
本
真
珠
振
興
会
会
長
本
間
利

章
氏
（
ミ
キ
モ
ト
社
長
）
が
、
広
報
委

員
会
設
置
を
報
告
、
祝
辞
は
白
浜
仁
吉

（
郵
政
大
臣
）
、
森
治
（
水
産
庁
長
官
）
、

中
西
一
郎
（
通
産
政
務
次
官
）
の
各
氏

が
真
珠
業
界
の
充
実
、
発
展
を
祝
い
、

そ
れ
を
受
け
て
、
田
崎
俊
作
広
報
委
員

長
（
田
崎
真
珠
社
長
）
が
「
真
珠
業
界

も
従
来
の
体
質
を
改
め
、
そ
の
気
に
な

れ
ば
や
れ
る
の
だ
と
い
う
力
を
見
せ
る

べ
き
で
あ
る
。
幸
い
に
本
間
振
興
会
食

長
も
積
極
的
な
支
援
体
制
を
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
の
で
業
界
の
結
束
を
固
め
る

べ
き
だ
」
と
挨
拶
、
石
井
一
氏
（
衆
院

議
員
）
が
乾
杯
の
音
取
を
と
り
、
委
員

会
の
発
足
を
祝
っ
た
。

●
赤
坂
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
で
披
露
パ
ー
テ
ィ

認露調

(上）日本真珠振興会総会であいさつをする田崎俊作田崎真珠社長（下）祝賀会で乾杯の音頭をとる石井一衆院議員

華
や
か
に
日
本
真
珠
振
興
会

の
広
報
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



r ４ロ

話題のひろば

くⅡ＞

雨角

●
朝
比
奈
千
足
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

誕
生
の
第
一
歩

2５
１

蘭

。

‐ ロ
の

< 上＞朝比奈千足指揮フレッシュ・コンサート・オーケストラ
< 下左＞拍手に答える朝比奈さん（右）とコンサート・マスター佐藤紀子さん
く下右＞祝賀会。宮崎辰夫市長もかけつけて。

テ
レ
ビ
番
組
に
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
き
た
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

あ
れ
を
見
る
た
び
に
、
何
で
神
戸
に
市

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
な
い
の
だ
ろ
う

と
、
寂
し
く
思
っ
た
も
の
だ
。
「
神
戸
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
な
い
の
は
お
か
し
い

よ
」
と
い
う
声
も
よ
く
聞
い
た
も
の
だ

が
、
よ
う
や
く
こ
の
四
月
に
神
戸
市
交

響
楽
協
会
が
発
足
八
発
起
人
／
芥
川
也
寸
志
、

朝
比
奈
隆
、
辻
久
子
、
石
野
信
一
、
陳
舜
塵
氏
ら
五

十
三
人
Ｖ
、
四
月
六
日
神
一
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
、
の
朝
比
奈
千
足
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン

サ
ー
ト
（
朝
比
奈
千
足
指
揮
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

で
産
ぷ
声
を
あ
げ
た
。

こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
コ
ン
サ
ー
ト
一
回
の
演
奏
の
た
め
に
、

朝
比
奈
さ
ん
の
若
い
同
志
た
ち
が
馳
せ

参
じ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
二
管
編

成
五
十
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
。
ア

ン
コ
ー
ル
曲
を
入
れ
て
五
曲
を
こ
の
日

は
演
奏
し
た
が
若
い
団
員
た
ち
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
、
と
て
も
新

鮮
で
気
持
ち
の
良
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

っ
た
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
足
が
か
り
に
団

員
七
十
五
人
、
二
管
編
成
で
朝
比
奈
千

足
常
任
指
揮
の
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

結
成
に
取
り
か
か
り
、
近
く
団
員
募
集
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
。

神
戸
の
町
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ

て
く
る
の
も
、
決
っ
し
て
遠
い
は
な
し

で
は
な
さ
そ
う
だ
。

：
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#蕊》蕊:鍵鍵鱗

私
は
個
人
と
し
て
親
子
の
相
談
業
を
や
り
始
め
て
四
年
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
を
訪
ね
て
親
と
子
の
問
題
を

見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
、
と
い
う
も
の
を
一
般
概
念
で
と
ら
え
て
「
子
ど
も
対

大
人
」
と
い
う
議
論
が
ず
い
ぶ
ん
よ
く
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
子
ど

も
も
人
間
な
の
で
す
。
大
人
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
う
す
汚
れ
た
よ

う
な
世
の
中
で
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
子

ど
も
が
何
を
感
じ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
よ
り
も
人
間
が
共
に

何
を
感
じ
合
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
話
が
で
き

な
い
か
な
あ
、
と
思
い
な
が
ら
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。小

さ
い
時
か
ら
子
ど
も
は
子
ど
も
の
要
求
を
出
す
。
親
は
親
の熱っぽく濡る伊藤友宣氏（於･ 神戸文化ホール）

五
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す
。
今
月
号
で
は
こ
の
春
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
伊
藤
友
宣
氏
の
講
演
「
子
ど
も
は
何
を
感

じ
て
い
る
か
」
の
要
旨
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

韓
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
開
Ｖ

橋
本 子
ど
も
は
何
を
感
じ
て
い
る
か

聖
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

１
２
‐

都
合
で
自
分
の
生
活
を
い
ろ
い
ろ
組
み
立
て
て
い
く
。
そ
こ
で
親

と
子
は
対
立
し
ま
す
。
そ
の
対
立
を
何
と
か
し
て
子
ど
も
に
い
う

こ
と
を
き
か
せ
、
親
の
筋
道
を
歩
か
せ
て
や
ら
ね
ば
、
と
思
う
こ

と
が
多
い
ん
で
す
。
一
方
に
は
、
そ
れ
よ
り
も
子
ど
も
に
は
子
ど

も
の
道
を
歩
か
せ
て
や
る
方
が
い
い
ん
だ
、
と
い
う
議
論
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
に
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
い
る
う
ち

に
、
途
中
で
方
針
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
方
針
を
変
え
て

も
親
と
子
が
共
感
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

オ
モ
チ
ャ
屋
へ
行
っ
て
も
、
子
ど
も
の
ほ
し
が
る
も
の
を
頭
か

ら
拒
否
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
オ
モ
チ
ャ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
買
い
た
い
も
の
を
子
ど
も
が
断
念
す
る
気
持
を

受
け
入
れ
て
や
り
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
そ
の
気
持
を
共
感
し

合
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

精
神
分
析
と
い
う
学
問
を
開
い
た
フ
ロ
イ
ト
は
「
人
間
に
は
三

つ
の
心
が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
「
イ
ド
」
と
い
う
意
の
ま

ま
に
動
き
た
い
と
い
う
欲
望
、
「
ス
ー
パ
ー
エ
ゴ
」
と
い
っ
て
、

人
に
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
超
自
我
。
そ
し
て
「
エ
ゴ
」
と

い
う
自
我
。
言
い
か
え
れ
ば
イ
ド
と
い
う
の
は
我
ま
ま
な
気
持

で
、
ス
ー
パ
ー
エ
ゴ
と
い
う
の
は
エ
エ
か
つ
こ
し
の
気
持
で
す
。

こ
の
我
ま
ま
な
気
持
と
エ
エ
か
つ
こ
し
の
気
持
を
上
手
に
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
自
分
と
い
う
エ
ゴ
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
つ
く
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
エ
ゴ
を
鍛
え
る
こ
と
が
人

間
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
い
う
の
が

フ
ロ
イ
ト
の
基
本
原
理
で
す
。
自
我
を
鍛
え
る
と
い
う
の
は
、
自

分
の
二
つ
の
心
を
見
つ
め
る
三
つ
め
の
自
分
（
エ
ゴ
）
を
鍛
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
一
つ
め
の
我
ま
ま
心
と
、
エ

エ
か
つ
こ
し
の
二
つ
め
の
心
と
、
そ
の
両
方
が
存
分
に
伽
い
て
み

〃
。
■
ロ
■
①
や
■
①
■
ｂ
●
伊
阜
■
◆
■
●
●
■
●
■
■
①
Ｄ
■
Ｄ
Ｐ
■
■
：
ｂ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｇ
ｐ
》

■

E 重
E聖
際児窒年
ンボルマー

の
ク
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国際児童年を迎えて「チャリティ映画と講演の集い」受付風景

で
き
る
夫
婦
の
場
合
は
理
屈
を
の
べ
合
う
よ
り
も
ま
ず
相
手
の
気

持
に
共
感
し
よ
う
と
す
る
。
「
今
日
、
雨
が
降
る
か
な
あ
」
と
一

方
が
い
う
と
、
「
さ
あ
、
降
る
で
し
ょ
う
か
ね
え
」
と
い
っ
て
相

手
の
気
持
に
自
分
の
気
持
を
寄
せ
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る

と
、
ワ
ァ
ー
、
と
心
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
親
と
子
の

対
話
の
場
合
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
子
ど
も
の
今
の
気
持
を

受
け
入
れ
て
、
受
け
と
め
て
や
る
こ
と
。
た
だ
、
気
持
は
受
け
入

れ
て
も
要
求
を
受
け
入
れ
る
か
、
受
け
入
れ
な
い
か
は
別
の
こ
と

で
、
そ
れ
は
人
生
を
二
○
年
も
三
○
年
も
生
き
て
き
た
親
が
決
め

る
こ
と
で
す
。
こ
の
区
別
を
ち
ゃ
ん
と
つ
け
る
習
慣
を
つ
け
れ

ば
、
子
ど
も
は
親
に
言
い
に
い
っ
た
ら
即
座
に
解
決
方
法
は
示
し

て
く
れ
な
い
が
、
自
分
が
い
ろ
い
ろ
考
え
る
余
地
を
与
え
て
く
れ

る
ぞ
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
気
持
を
受
け
入

れ
る
前
に
親
が
先
に
口
や
手
を
出
し
て
、
子
ど
も
が
自
己
判
断
の

つ
か
な
い
よ
う
な
状
態
に
追
い
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

親
と
子
が
お
互
い
に
感
情
の
受
け
渡
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

大
事
で
、
そ
れ
を
し
て
い
る
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
気
分
と
い
う
の

が
で
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
ゆ
と
り
の
中
で
相
手
の
気
持
も

考
え
な
お
そ
う
か
と
い
う
方
向
づ
け
が
で
て
く
る
。
今
の
子
ど
も

は
飢
え
や
本
当
の
苦
し
み
を
知
ら
な
い
。
本
当
の
つ
ら
さ
を
し
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
本
当
の
楽
し
み
を
し
ら
な
い
。
小
さ
い
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ヒ
ダ
を
大
事
な
喜
び
に
変
え
て
い
く
と
い
う
、
親
と

子
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
ワ
ァ
ー
、
と
喜
び
合
う
と
い
う
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
子
ど
も
自
身
が
親
の
気
持
を
考
え
よ
う
と
い
う
気
持

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
自
身
が
自

分
で
物
を
考
え
る
よ
う
に
育
て
た
い
の
な
ら
、
子
ど
も
自
身
と
ど

こ
で
共
感
し
合
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

戯
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
の
う
え
で
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
は

か
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
心
の
中
で
こ
の
二
つ
が
葛
藤
す
る
余
地

を
与
え
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
》
余
地
を
与
え
て
や
る
よ
う
な

話
し
合
い
や
対
話
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
に
そ
の

葛
藤
を
の
り
こ
え
る
エ
ゴ
と
い
う
も
の
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

あ
る
心
理
学
者
は
、
親
子
の
対
話
が
う
ま
く
な
る
た
め
に
は
ま

ず
夫
婦
の
対
話
が
う
ま
く
な
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
て
い
ま

す
。
対
話
が
う
ま
く
い
っ
て
な
い
夫
婦
の
場
合
は
、
両
者
が
合
理

的
な
態
度
で
自
分
の
合
理
性
を
主
張
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

夫
婦
の
一
日
の
会
話
を
テ
ー
プ
で
録
音
し
、
分
析
し
て
み
る
と
ど

ち
ら
も
理
屈
に
合
わ
な
い
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
お
互
い
に
相
手
の
言
い
分
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
ず
に
つ

い
、
言
い
争
い
の
方
向
へ
い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
い
い
対
話
が

127
１

☆
去
る
３
月
型
日
に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
鵬
き
ま
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
而
と
講
演

の
集
い
」
に
は
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
収
益
金
は
す
べ
て
家
庭
を
失
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
里
親
を
求
め
る

連
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誌
上
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

●
す
。
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巻
か
」
と
、
僕
。

「
あ
ん
た
が
食
べ
た
ら
ナ
ッ
マ
ケ
よ
」

ひ
と

（
と
ま
あ
、
こ
の
女
は
い
つ
も
こ
う
い
う
風
な
眼
で
僕
を
見
て
る

の
で
す
。
本
当
は
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ョ
と
で
も
い
い
た
そ
う
な
目
で
僕

を
見
つ
つ
美
味
そ
う
に
出
て
く
る
も
の
、
出
て
く
る
も
の
に
パ
ク

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
）

「
ジ
ー
ン
ズ
の
生
造
り
な
ん
か
面
白
い
な
。
刻
ま
な
い
か
ん
け
ど

繊
維
質
が
多
く
て
、
便
秘
気
味
の
人
に
は
い
い
ぞ
。
」
ま
た
、
僕
。

ぺ
つ

食
事
中
に
何
事
ぞ
と
チ
ー
フ
と
一
瞥
を
投
げ
る
彼
女
を
横
目
に

「
け
ど
、
も
う
こ
の
ギ
ャ
グ
古
い
か
な
・
ド
ジ
リ
ー
ヌ
姫
の
中
で

ア
ボ
カ
ド
の
天
ぷ
ら
と
か
何
と
か
出
て
き
た
も
ん
な
」

「
ね
え
、
こ
ん
な
に
世
間
で
ジ
ー
ン
ズ
が
流
行
っ
て
い
る
の
に
君

は
な
ぜ
着
な
い
の
」

「
皆
が
着
と
う
か
ら
い
や
や
ね
ん
。
ホ
ラ
、
退
社
時
の
サ
ラ
リ
ー

●
●

マ
ン
が
ど
ど
っ
と
出
て
く
る
オ
フ
ィ
ス
街
。
あ
の
ま
ん
中
に
立
っ

た
時
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
同
じ
も
ん
見
て
る
よ
う
な
気
い
に

な
る
や
ろ
、
あ
れ
と
一
緒
。
あ
、
そ
れ
か
ら
汚
れ
て
も
目
立
た
ん

と
い
う
あ
の
青
も
嫌
い
や
。
」

「
け
ど
、
こ
う
し
て
中
華
料
”
理
な
ん
か
も
汚
な
い
と
こ
ろ
で
食
べ

た
ら
本
当
に
美
味
し
い
じ
ゃ
な
い
。
食
わ
ず
嫌
い
と
ち
が
う
の
」

（
あ
あ
、
こ
の
デ
リ
カ
シ
ー
。
店
の
人
が
前
に
い
る
の
に
平
気
で

●

こ
う
い
う
↑
」
と
を
い
う
、
こ
の
て
の
女
は
）

「
君
の
大
好
き
な
筒
井
さ
ん
は
ジ
ー
ン
ズ
は
い
て
も
カ
ッ
コ
よ
く

着
こ
な
す
で
し
ょ
う
ね
。
何
せ
あ
の
人
は
文
壇
三
美
男
の
一
人
で

■
ジ
ョ
イ
ン
ト
自
由
広
場
／
第
二
弾

食
う
か
、
食
わ
れ
る
か
Ｗ
》

筒
井
倶
楽
部
Ａ
筒
井
康
隆
Ｆ
ｃ
Ｖ
／
岡
本
吉
民
と
そ
の
仲
間

仇

1２８

人
を
食
う
話
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
食
う
と
は
①
食
物
を

か
ん
で
の
み
こ
む
②
く
わ
え
る
、
つ
い
ぱ
む
③
く
い
つ
く
、
か
み

つ
く
④
生
活
す
る
、
く
ら
し
を
た
て
る
⑤
傷
つ
け
る
、
そ
こ
な
う

⑥
し
っ
か
り
と
り
つ
く
、
か
じ
り
つ
く
⑦
お
か
す
、
く
い
入
る
③

受
け
る
、
被
る
⑨
こ
ば
か
に
し
て
存
在
を
認
め
な
い
⑩
相
手
を
た

お
す
、
負
か
す
⑪
演
技
な
ど
が
立
ち
ま
さ
っ
て
共
演
者
の
影
を
う

す
く
す
る
⑫
演
劇
用
語
で
カ
ッ
ト
す
る
⑬
金
、
時
間
を
費
す
（
広

辞
苑
よ
り
）
の
語
意
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
今
日
は
ジ
ー
ン
ズ
を
食

う
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
は
①
’
＠
の
ど
の
食
う
に
な
る
か
は
神
の

み
ぞ
知
る
と
い
う
こ
と
で
三
十
才
を
直
前
に
し
た
女
と
話
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
な
。
割
と
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
が
に
く
め

な
い
と
い
う
こ
の
て
の
女
た
ち
と
話
す
こ
と
は
、
僕
、
妬
才
純
情

な
青
年
に
と
っ
て
は
心
嬉
し
い
こ
と
な
ん
だ
な
ぁ
。
何
せ
、
男
と

女
を
意
識
し
な
い
も
ん
ね
。

こ
こ
は
、
南
煮
町
の
と
あ
る
中
華
料
理
屋
。

「
こ
れ
、
春
巻
や
な
。
夜
食
べ
た
ら
ネ
マ
キ
。
夏
に
食
べ
た
ら
夏

申

ａ

駒
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売
り
ま
す
カ
ー
ド
に
。
欲
し
い
品
が
あ
る
時
は
買
い
ま
す
カ
ー
ド

☆
ジ
ョ
イ
ン
ト
情
報
広
場

〒6 5 0 神戸W i 牛、寂＝竃可1 丁目認番地

す
も
ん
。
パ
ク
パ
ク
」

「
…
…
」
（
女
は
顔
に
弱
い
な
ぁ
。
あ
の
人
は
昭
和
九
年
生
ま
れ
だ

か
ら
、
そ
れ
相
応
の
足
の
長
さ
し
か
な
い
の
知
ら
ん
の
か
い
な
）

「
ジ
ー
ン
ズ
が
パ
ッ
チ
や
ス
テ
テ
コ
を
締
め
出
し
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
わ
ね
」
（
こ
の
て
の
女
は
突
然
こ
う
い
う
こ
と
を

言
い
出
す
、
そ
こ
が
面
白
い
）

「
で
も
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
の
衣
裳
な
ん
か
ジ
ー
ン
ズ
だ
っ
た
ら
体

中
ま
つ
赤
っ
赤
に
な
っ
て
し
ま
う
ぞ
。
」
と
、
僕
。

「
ジ
ー
ン
ズ
が
犯
せ
な
い
部
分
て
何
か
し
ら
。
君
を
除
い
て
・
・
・
」

（
や
ぱ
い
。
女
ど
も
の
目
が
光
っ
て
き
た
）

「
パ
ン
テ
ィ
は
駄
目
ね
。
水
着
は
あ
る
け
ど
ね
」

「
い
っ
そ
ジ
ー
ン
ズ
を
締
め
出
す
と
考
え
た
ら
？
」

「
ジ
ー
ン
ズ
狩
り
。
」
「
鎖
国
／
、
」
申
し
遅
れ
た
が
こ
の
場
は
男
三

人
女
三
人
が
い
る
。
以
上
は
僕
の
連
れ
の
男
た
ち
が
発
言
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
青
い
の
が
出
る
や
ろ
な
」
と
僕
。

（
あ
あ
、
ま
た
話
題
を
も
ど
し
て
し
ま
っ
た
。
）

「
胃
液
は
酸
性
だ
か
ら
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
の
よ
う
に
色
が
変
わ
る

か
も
よ
」
と
ひ
と
き
わ
若
づ
く
り
の
女
が
い
う
。

「
こ
れ
ぞ
と
思
う
男
の
人
の
ジ
ー
ン
ズ
を
食
べ
た
ら
何
と
か
な
る

と
か
ね
。
そ
し
て
あ
な
た
の
お
好
き
な
方
の
ジ
ー
ン
ズ
を
お
届
け

し
ま
す
。
三
日
間
お
待
ち
下
さ
い
。
ジ
ー
ン
ズ
急
便
な
ん
て
商
売

が
大
繁
盛
し
た
り
し
て
」

「
僕
困
る
な
、
要
望
が
多
い
だ
ろ
う
に
ジ
ー
ン
ズ
は
い
て
な
い
か

ら
」
（
女
ど
も
は
無
視
し
て
僕
が
一
番
恐
れ
て
い
る
話
題
に
入
る

家
の
中
を
見
わ
た
し
て
み
て
下
さ
い
。
昔
、
買
っ
た
き
り
で
全
然
安
で
す
。
売
買
だ
け
で
な
く
悩
報
の
登
録
に
も
使
え
ま
す
。

着
て
い
な
い
服
や
、
い
ら
な
く
な
っ
た
け
ど
充
分
使
え
る
大
小
棟
々
☆
関
西
リ
サ
イ
ク
ル
迎
動
市
民
の
会
の
活
動
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
こ
ん

な
も
の
…
・
・
・
ど
こ
の
お
宅
に
も
あ
る
は
ず
。
あ
な
た
が
い
ら
な
く
て
な
形
で
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
よ
り
よ
い
生
活

も
欲
し
い
人
は
必
ず
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
こ
の
ボ
ー
ド
を
利
用
の
た
め
に
。
ピ
バ
、
ジ
ー
ー
ー
ン
グ
ラ
イ
フ
。

り
す
イ
ク
ル

し
一
Ｌ
下
さ
い
。
詳
し
く
は
３
Ｆ
の
利
再
来
ボ
ー
ド
ま
で
。
正
し
い
使
い
方
を
書
い

リ
サ
イ
ク
ル

★
ジ
ョ
イ
ン
ト
３
Ｆ
の
利
再
来
ボ
ー
ド
。
不
用
ロ
叩
を
譲
り
た
い
時
は
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
使
い
方
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
く
だ
さ
い
。
新
品
の
場
合
は
買
っ
た
時
の
値
段
の
半
額
が
売
値
の
回

1２９

に
。
内
容
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
書
き
込
み
ボ
ー
ド
に
差
し
込
ん
で

う
と
し
て
い
る
気
配
が
濃
く
ば
っ
て
き
た
。
ど
っ
ち
か
と
い
う
と

こ
の
て
の
女
た
ち
は
Ｓ
Ｆ
よ
り
Ｓ
Ｍ
が
好
き
な
ん
だ
か
ら
。
）

「
ジ
ー
ン
ズ
を
脱
い
だ
ら
、
反
対
に
食
べ
ら
れ
て
い
て
下
半
身
が

な
か
っ
た
り
し
て
」

「
ま
あ
、
も
っ
た
い
な
い
」

「
Ｓ
Ｆ
っ
て
ポ
ル
ノ
シ
ー
ン
は
少
い
わ
れ
え
」

「
サ
ル
モ
ネ
ラ
人
間
と
い
う
の
に
壮
大
な
ポ
ル
ノ
が
あ
り
ま
す
」

「
壮
大
な
ポ
ル
ノ
ッ
て
？
」
（
こ
れ
だ
か
ら
、
も
う
）

「
男
と
女
が
裸
で
踊
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
あ
る
惑
星
へ
行
く
と
全

員
が
ね
。
と
い
っ
て
も
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
み
た
い
な
踊
り
を
。
Ｓ

Ｆ
は
ス
ヵ
ッ
ト
さ
わ
や
か
ポ
ル
ノ
な
ん
で
す
よ
」
（
彼
女
ら
の
期

待
外
れ
を
無
視
し
て
僕
は
敢
然
と
立
ち
上
が
っ
て
叫
ん
だ
。
）

「
君
た
ち
（
同
行
の
男
ど
も
に
）
箸
の
持
ち
方
が
変
だ
ね
。
日
本

の
伝
統
的
な
型
は
一
本
は
薬
指
と
小
指
で
は
さ
ん
で
、
一
一
本
と
も

動
か
す
と
い
う
や
つ
な
ん
だ
。
今
は
普
及
型
と
し
て
一
本
睦
楽
指

に
の
せ
て
動
か
さ
な
い
と
い
う
の
が
流
行
っ
て
ま
す
が
…
」

「
あ
な
た
っ
て
、
古
い
こ
と
よ
く
知
っ
て
る
わ
ね
。
珍
し
い
人

ね
。
ジ
ー
ン
ズ
が
嫌
い
だ
っ
て
言
う
し
…
」

「
嫌
い
だ
か
ら
し
か
た
な
い
…
」

「
で
も
ジ
ー
ン
ズ
は
い
た
女
の
子
は
？
」

「
女
の
子
は
…
：
．
（
と
、
丁
度
食
べ
て
た
海
老
が
の
ど
に
ひ
っ
か

か
っ
た
）
好
き
だ
よ
／
」

そ
の
時
の
僕
の
顔
色
は
、
汚
れ
の
目
立
た
な
い
あ
の
青
色
だ
っ

た
と
同
行
の
男
た
ち
が
あ
と
で
そ
っ
と
言
っ
て
く
れ
た
。

ｼ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ライフ･ ス| デー･ ショイント
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生活は創造

コウベファッションソサエティ

鱗｢ ファッションは造ること」
講師／ジャン・メルオー神父

く灘カトリック教会＞

「ファッションは生活に深い関わりｉ
を持っています。造るということに｜
おいてです｡ 物を作るということは、｜
つまり生活を作ることなんです」
３月の講師は、グルメとして名高｜

いメルオー神父でした。予めＫＦＳ｜
の会員はファッション関係の仕事のｉ
人が多いとお知らせしていたせいもｉ
あって、「ファッションは創造であ｜
る」という第一声。そして「料理も｜
創造です。フランス人はだから料理｜
を大切にしている、日本人もそうでｉ
すね」

130

ＫＥＳ・ne w s 4４★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞
事務局. ／神戸市生田区東l l I J 1 1 3 - 1

月刊神戸- ｺ 子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

耀
織
．
》

謡
簿

曇

§へ

●会員ニュース

綴議i需
繍擬蕊

繍灘蕊

＜３月例会＞ 「
物
を
造
る
の
は
人
間
だ
け
で
す
」

メ
ル
オ
ー
師

蕊

洋輿唾§Ｆ

日本に住まわれて四半世紀。日本
語の流暢さは勿論､ 日本の文化､ 世相
への洞察は流石でした。たとえば、
「パリの日本料理屋で一番感動（感
心ではなく感動といわれたことに留
意されたし）したのはウエートレス
嬢の手の動きです。日本人は功みな
手の動きによる創造で有名だといっ
てもいいでしょう」
最後に神戸の街について。
「自然に恵まれた街なので、他の者
や物を受けいれる寛大さがあるんで

●５月マンスリーサロン
講師／生田神社楠田義文宮司
テーマ／お祭りとコミュニティ
日時／５月1 0 日（木）７時より
場所／生田神社会館
会費. / ３０００円（和食お弁当付）
神戸まつりに先がけて、日本のまつりを考えて
みましょう。祭りの日の神社の境内の出店は大
人になっても楽しいもの、そんなことを考えな
がら…･･･。

●ＫｒＳファッションショー
第１回ＫＦＳファッションショー
９月3 0 日（日）凧月堂地下ホール
参加ご希甑の方は５月3 1 日迄にお申し込み下さ
い｡

流すよ｡人の交わり
Tを許す街ともいえ
璽るでしょう｡その
闇寛大さが創造力を
鼠養なっていくん
席

堂ですよね｣とファ
具ツション都市への
祭期待で終わりまし
リ
１た。
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ハ イセンスの紳士服で

最高のおしゃれを

ａ

三 恵洋服店

お
申
込
み
は
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
部
ま
で
。
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市
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東
町
二
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三
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）
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四
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橋
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界
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鰯
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祉
時
代
の
幕
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け
で
す
。
あ
な
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も
一
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う
ぞ
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欧
米
の
心
身
障
害
者
を
訪
ね
て
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